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1. はじめに 
 壁紙は住宅、商業施設等の内装材として、現在までに
広くその意匠性を発揮してきた。また、防火・シックハ

ウス対策の基準も兼ね備え、いまや欠かせないインテリ

アの１つとしてその評価を得ている。なかでも塩ビ系壁

紙は、デザイン・施工性に優れ業界全体の出荷量の 9 割
以上を占める製品である。 
 
2. 目的 

2009年は8社の企業からデータ収集を行い、塩ビ系壁
紙のライフサイクル（素材から施工）までのCO2排出量
について算定、業界代表値を算出した。2010年は、昨年
データ収集を行った8社のうち6社からデータ収集を行
い再度、業界代表値の算出、検証を行った。また、廃棄

（焼却）及びリサイクルまでシステム境界を拡張しライ

フサイクルトータルでのCO2排出量の算定を行った。 
 

3. 研究方法 
3.1 評価対象 

1㎡あたり300gの標準的な塩ビ系壁紙を対象とした。 
 

3.2 調査範囲 
素材、製造（ユーティリティ、副資材）、輸送、施工、

使用、廃棄・リサイクルまでとした。また使用段階での

CO2の排出はしないものとして考えた。 
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図1 システム境界 

 
 
 
 

3.3 調査方法 
素材、製造（ユーティリティ、副資材）、輸送について

は日本壁装協会会員である壁紙製造企業及び流通企業か

らデータの収集を行った。輸送においては関東地区を拠

点としたモデルケースを想定、納入と配送のデータ収集

を行い燃費法にて算出した。施工は実際の施工時に多く

用いられている資材等を想定しモデルケースとした。廃

棄については焼却することを想定、リサイクルは日本壁

装協会内に設置されているリサイクル委員会で検討して

いる事例の 1 つである、活性炭化物へリサイクルする場
合で調査を行った。 

 
4. 結果 
4.1 企業別のCO2排出量及び業界代表値 
算定式「活動量×CO2排出原単位」に基づき、素材、製
造（ユーティリティ、副資材）の排出量を算出、得られ

た結果に、輸送及び施工の排出量を合算し各社のCO2排
出量を算出した。また、各社排出量データを基に統計的

手法（95％信頼区間）を用いて業界代表値の算出を行っ
た。素材から施工までのライフサイクルで排出量負荷が

多いプロセスは素材であることがわかった。ユーティリ

ティについては各社同一の設備ではないことから評価は

難しく各社間で差が見られた。 

 

図2  各社CO2排出量及び業界代表値(素材から施工) 
 
 
 
 



4.2 焼却を想定したCO2排出量 
使用済み廃壁紙の多くは焼却処分されている。焼却時

を想定し各素材で燃焼の反応式を作成した。各社の素材

使用量にCO2排出原単位を乗じて排出量とした。業界代
表値算出にあっては、統計的手法（95％信頼区間）を用
いて算出を行った。 

 

図3 焼却を想定した場合のCO2排出量 
 

4.3 シナリオ評価によるCO2排出量及び削減効果 
塩ビ系壁紙廃材をリサイクルした場合のシナリオとし

て、活性炭化物へリサイクルすることを想定した。 
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図4 活性炭化物の製造フロー 

 
塩ビ系壁紙廃材を活性炭化物へリサイクルしている企

業からデータ収集を行い、インベントリデータを作成し

た。活性炭化物へリサイクルする際に発生するCO2排出
量は約32g/㎡であった。 

 
図5 シナリオ評価によるCO2排出量及び削減効果 

 
汎用品レベルの活性炭と活性炭化物でCO2削減効果を
確認した。活性炭化物の収率は26％、300gの塩ビ系壁紙

廃材から得られる活性炭化物の重量は78g。活性炭化物の
よう素吸着性能が活性炭の約 4分の 1であることから、
活性炭19.5gに相当する。これを基に活性炭製造時に発生
するCO2排出量を算出した。結果、焼却処理する場合よ
り、あきらかに排出量を抑えることが確認できた。 

 
4.4 塩ビ系壁紙のLCCO2 
図6に塩ビ系壁紙のLCCO2を示す。 

 

図6 塩ビ系壁紙のLCCO2 
 

5. まとめ 
2009年に引き続き、2010年は最新データにて各企業の

CO2排出量を算定することが出来た。今後は2009年デー
タと排出量を比較、各企業へフィードバックすることで

企業の環境活動やコスト削減に寄与していくこととする。 
また今回の研究により、壁紙のライフサイクルトータ

ルでのCO2排出量が概ね把握出来た。今後は他のシナリ
オを想定したCO2削減効果の確認、室内空気質汚染、影
響評価（LIME2）を研究課題として取り組んでいく。 
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